




































（３） 主要施策の内容
主要施策について、概要を説明します。

〔※数字の（ ）書きは、平成27年度２月補正を含む予算額〕

（単位：千円）

１．結婚・出産・子育てまでの切れ目のない支援

①結婚

わかやま結婚支援（福祉保健部子ども未来課） ２１,６８７

未婚化・晩婚化による少子化の流れを変えるため、県内各地域において出会いの場の提供や結婚支援活動を行うボラ

ンティアの養成等により全県的な結婚サポート体制づくりを推進

②出産

こうのとりサポート（福祉保健部健康推進課） ９０,２７３

不妊に悩む夫婦に対して、国制度の特定不妊治療費助成を活用して支援するとともに、県単独で不妊検査及び一般不

妊治療費(不育症を含む)の助成や専門医面接相談等を実施

(新)特定不妊治療費支援（福祉保健部健康推進課） ３１,４００

不妊に悩む夫婦の不妊治療を経済面で支援する国の特定不妊治療費助成事業について、県単独で助成額の上乗せを

行うことにより自己負担額を更に軽減

(新)出産できる環境を堅持するための産科医師支援(産科医の確保)(福祉保健部医務課) ２８,０７８

産科医師確保のため、県内公的病院の産科医療に新たに貢献する医師に対し研究・研修資金を貸与

安心して出産できる医療体制づくり（福祉保健部医務課） ７８,４３９

子供を安心して生み育てる環境を整備するため、総合周産期母子医療センター（県立医大附属病院）及び地域周産

期母子医療センター(紀南病院)の運営等を支援

③子育て

紀州３人っこ施策（福祉保健部子ども未来課） １３０,３３７

３人以上の子供を育てる家庭に対する経済的負担を軽減するため､第３子以降３歳未満児の保育料の無料化や、就学

前児童の一時預かり等の利用料助成を行う市町村に対し支援

(新)バージョンアップ紀州３人っこ施策（福祉保健部子ども未来課） ２４８,５９０

現行の紀州３人っこ施策の対象年齢、対象施設を拡大して就学前の幼児教育･保育の無料化を実施する市町村に対し

支援

保育所施設整備支援（福祉保健部子ども未来課） ７４６,２６３

子供を安心して育てることができる環境を整備するため、保育所や認定こども園の整備を支援

・ 子育て支援特別対策（保育所機能分施設整備） ６１２,９９９

・ (新)認定こども園施設整備(幼稚園機能分施設等整備) １３３,２６４

(新)介護事業所内保育所支援（福祉保健部長寿社会課） ５８,２００

介護事業所における従事者の離職防止及び再就業を促進するため、従業員の乳幼児に対する保育等を行う介護事業

所内保育所の施設整備・開設準備・運営に要する経費を補助
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